










“Modeling Expression”in Kindergarten teacher training education.Also,the deference of
“Manufacture”and“work”isindicated in thispaperand severalcasestudiesthatusethe































































































































































































































































































































































































































































り しなさい。こころを こめて つくって
いくあいだに しぜんが どんなに すばらし
いか、どんなひとになるのが たいせつか、と
いうことがわかってくるでしょう。これが め
あてです。」
こうした意識を持つ保育者を一人でも多く育
てることが筆者に課せられた使命と考え、今後
も造形表現の教育に取り組んでいきたい。
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参考資料
【保育者の解答例】
・顔を描く活動で、あらかじめ画用紙に人型
（正面向き）のアウトラインを印刷したものに
描かせていた。それが全く無意味で創造的な
活動ではないことに気が付かなかった。
・顔の色は「肌色」と指導していた。それが当
たり前だと思っていた。
・耳を一つしか描いていない子に「聞こえない
の？」と言ってもう一つ耳を描き足させた
・顔を塗りつぶしていた子に、描き直しをさせ
ていた。
・人を描くときは、正面向きが当たり前だと思
っていた。
・同居する家族に気を使い、離れて暮らす家族
と遊んだ絵を描いた子に描き直しをさせた
・色には、光の効果やその時の心情で見え方が
変わるというのに気が付かず、「ここにはこ
の色を塗るように」と指導をしていた。
・市販の教本に載っている活動をそのまま行っ
ていた→本当に子どもたちは楽しいのだろう
かと疑問にもちながら（自分も全く楽しくな
かった）
・作品を時間内に完成させることで精いっぱい
椎名 澄子
－ 66 －
だった。完成させなければならないと思って
いた。
・プロセスなんて考えもしなかった。スムーズ
に進むことだけを念頭に、目や口をつければ
完成！といった感じで活動準備を行っていた
ため、準備に時間を要しクタクタになってい
た。
・保育者自身も、絵を描いたり、ものを作った
りするのが苦手で、子どもたちとの活動時間
も、何事もなく早く過ぎていくことをいつも
願っていた。
・必要以上に声掛けをして、作品完成へと誘導
し、個性を無視していた。
・子どもたちが自由に想像を膨らませる時間を
与えていなかった。
・素材や形態や色など、子どもたちが自由に選
択できるものがない状態で、造形活動を行っ
ていた。
・何かしなければ（手を加えたり、型にはめた
り）ならないと思っていた。
・これまでを振り返り、子どもたちから自由な
表現を奪い、可哀想なことをしていたと反省
した。
・全てを決まった工程で、完成作品が全員同じ
であることに安心していた。→どのように活
動を組み立てれば子どもたちが自由にのびの
びと表現できるのか分からなかった。
【現場保育者の気付き】
・本当は、何かおかしいと思っていた。
・「造形表現活動において楽しむことは当たり
前」という言葉にハッとした。
・「作品制作で重要な３つの要素（形態、色彩、
材質）」を知り、活動のアレンジ方法を知るこ
とができた。
・「これは、子どもたちにではなく、今日は先生
方に向けて伝えたい」と言って紹介してくれ
た「こどもの美術」の言葉を聞いて、考えさ
せられた。
・個々で行う活動しか考えもしなかった。
・屋外で行う、音を聞いて行う、集団で行う、
そんな活動はしたことがなかった。
・完成作品の出来を競い合う環境になってしま
っている。園全体で意識を変えなければなら
ないと思った。
・「表現の世界では、わがままでいい。自由で
いい。こだわりをやり通していい。」というこ
とに衝撃を受けた。少し肩の荷が下りた。ホ
ッとした。
・自由に子どもたちが表現している姿を思い浮
かべ、ワクワクした。早く子どもたちと一緒
に活動したいと思った。
・子どもの作品は、見るものではなく「聴くも
の」と知り、もっと子どもたちの心に耳を傾
けようと思った。
